目的

新入生の大学生活におけるパソコンライフをサポートする 

目標

· 買ったパソコンを使えるようにする 

· ネットの怖さを知り、ネットとパソコンで何ができるかイメージを持って実感してもらう 

· 大学でどんなレポートを作るのかイメージし，読みにくいレポートを読みやすいレポートに変える

方針

開催時期

· GWより前に終わらせる

講座作成

コミュニティ形成： 

· 受講生サポートを手厚くする（サポートカウンター、補講） 

· アドバイザーと受講生の壁を下げる

（メルマガで講座の情報やアドバイス、サポートカウンタ、サブ講師） 

· 学科毎の結びつきを活かす

モチベーション強化： 

· 修了証とかで形を残す 

· 次も来たくなる講座づくり（次回予告ムービー） 

· まず最初にゴールイメージを示す（プロモーションビデオ、ビフォーアフタ-） 

· ゴールラインは高く持つ 

· 学ぶ意欲を育てる（チャレンジ課題、サポートカウンタ、メルマガ、コラム、オプション講座）

［会議中に出たその他の意見］ 

· 短期に済ます 

· 合宿とかも面白いかも 

· コンスタントにやる 

· 平日の放課後にやってもよいかと 

· 入学前にやりたい 

· 同じ内容を２シーズン開講。一つは３〜４月頭開講、もう一つは４月開講 

· 複数クラスを同時開講じゃなくて、複数クラスを日時をずらして開講した方が来やすくないか？ 

· グループワーク重視したい 

· グループワークにこだわらない 

· 宿題は出さない 

· 楽しむ 

· 技術の無駄遣い的な遊びを入れる

講座

買ったパソコンを使えるようにする

【担当】 

【目標】 

· 買ったパソコンや付属物の初期設定を済まし、サポート窓口や無線LANサービスについて知ってもらう。 

· 大学生活で便利な機能を紹介し、自分好みにカスタマイズ。使いたいと思ってもらう。

【時期】 
2月23日～４月１１日

【方針】 

· 無償のセットアップ講習（周辺機器含む）＋無償のスタート講座を同じ日に。（片方だけでも参加可） 

· 入学前に何回かセットアップを開講 

· LAN周り（学内LAN申請・設定、VPN）は方法だけ入学前に説明し、気になる人向けに入学後に講習をひらく。 

· 手元に残る資料も用意したい（テキストを用意する） 

· ４年間のパソコンライフイメージを（スライドで）みせる（便利な使い方、ソフト紹介）（生協説明会との差分を意識） 

· 達成感のある何かをやり遂げる 

· メーカーの人に投げないで自分たちで説明したい 

· サブ講師活躍。ここで存在感を示す。

【メモ】 

· 使う時に気をつける事（運び方とかバッテリーとか）を入れる 

· 大学でどう使うかのイメージを見せる（先輩SUGEEEEE!!!!!）

（メッセンジャー、Gmail、） 

· 使ってみたいソフト紹介

（タイピングゲーム、WMP、メッセ） 

· プリンタ買った人にも何かしらサポート要るか？（実機届き次第） 

· VPN周りはドライバプリインストール作戦進行中。。らしい。 

· 追加でやりたい事

· ファイルの拡張子を出す 

· エクスプローラーの表示方法を変える 

· タスクマネージャーでトラブルシューティング 

· 付属ソフトの紹介 

· サイドバー

＜ネットの怖さを知り、ネットとパソコンで何ができるかイメージを持って実感してもらう＞

【担当】 

【目的】 

· ネットの怖さを知る

· インターネットに潜む危険を実感し，その対策を知る。（アンチウイルス、ファイアウォール、アップデート、リテラシー）

· ネットとパソコンで何ができるのか、イメージを持ってもらう。

· ネットでできる便利なサービス、ソフトを紹介する 

· 検索機能で自分の知りたい情報を引き出す

【時期】 
４月11日、１８日
【方針】 

· 実際に体験する（偽ウイルス）→対策をして効果を実感 

· 具体的な事例（フィッシングサイトとか）を見せる→イメージを持った上で対策を覚えてもらう

（勉強会で出た、危ないサイト判別ツールとか） 

· エチケット的なことも触れる（ネットは公共の場です） 

· 実際に使ってみる。 

· みんな使いそうなこと（検索、メール、圧縮解凍）→実際にやる（ワークの内容をどうするか？） 

· 知ってたら面白そうなこと（WEBサービス）→紹介のみ

（googlemap、mixi、blog、本屋タウン、picasa、youtube、gmail、メッセ、mainsでHP作り、iTunesとか） 

· ここで上記の内容についてオプション講座する。 

· いつもよりも質問タイムを多くとる 

· 細かいことはサポートカウンターでも対応

【懸念】 
人によってネットにつながらない可能性が 
→５人程度のグループでワーク 
（事前に極力登録させる＋使えない人を当日うまく分散させる） 
→セットアップのLAN登録講習は受講生は参加を勧める 

＜大学でどんなレポートを作るのかイメージし，読みにくいレポートを読みやすいレポートに変える＞

【担当】 

【目的】 

· 宿題と大学のレポートの違いを知る 

· Wordの機能を使い、見やすいレポートを簡単に作る 

· データを表にまとめる 

· 関数を使いデータをまとめ、見やすいグラフを思い通りに書く

【時期】 
4月２８、4日、２５、29日
【方針】 

· 最初に大学生らしいレポートの見やすさを見せつける 

· 実験報告レポートの形で、図表、数式が入ったレポート作成を目標とする 

· データ集計からレポートの印刷までをカバーし、各手順で扱う機能についてワークをしながら覚える。

1階目：データを表に流し込む→集計→グラフ化 
2階目：目次（アウトライン）づくり→数式や文章作成→図表の流し込み→整形→印刷 

· 各機能に親しむ為には、レポートの内容二こだわらずワークを設定する。

（表での集計で使う関数を知る為に家計簿を作るとか） 

· 機能や書き方を使う前と使った時を比較し、効果を実感する。 

· 学科毎に固め、必要に応じて学科特有のアドバイスを入れる。

【コメ】 

· 家計簿とか作ってみたい 

· 機能をちゃんと浸かって、「見やすく」、「効率よく」作る 

· 三角関数とか凄そうなグラフが書けると嬉しい 

· レポートで守るべき事は早めに知っておきたい 

· ウィキペディアとか見慣れたデザインをWordで真似すると面白いし、覚えやすい

→具体的な完成形を見たうえでそれを真似するのが覚えやすいのかも 

【課題】 

· 高校の宿題レベルを把握する 

· レポート作成で扱う機能について調べる 

· 学科毎の違いを調べる

＜新規議題＞

講座をどう作るのか？ 
→２名一組で、一グループが2講座作れば良くね？ 
グループ１：セットアップ＋ネット担当 
グループ２：レポート担当 
→誰が何を担当するか決めよう。 
→５日に決める！

